










The Great Journeys of Toa Dobun Shoin College to Colonial Taiwan: Experience of 
“Japan” on the Periphery of the Empire 
Abstract
　The Great Journeys were months-long field researchs conducted from 1907 to 1944 by Toa Dobun 
Shoin College students as completion of their study. While the trips were carried out mostly in the 
Chinese continent, only limited number of research teams passed or visited Taiwan, a Japanese colony at 
that time, and those who elected the island to a primary destination were an entire minority. This paper 
examines why Taiwan was not favored as the main field of the Great Journey. The reports written by the 
students show that they were not interested in Chinese part of the island. Instead, they inspected activity 
of Japan’s colonial enterprises, enjoyed Japanese foods, hot springs as well as townscapes, and were 
surprised at “modernization” as well as “civilization” implemented by Japanese Empire. Thus, Taiwan 
was regarded as a part of Japan rather than China and that is the reason why Taiwan was rarely chosen as 
the main field of the Great Journey by the Toa Dobun Shoin students who had specialized in China 
studies.
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であるが、第 29期生・1932年と第 30期生・1933年がそれぞれ「南華・台湾の旅」・「A 



























































































































































































































図 4　第 13 期生・江西東線班の旅行記「江西東線」における
烏来訪問の箇所（一部）





































































“観光客ずれ ” した蕃人と接した書院生もいる。1932年に日月潭を訪れた第 29期生は、
本島人の船頭をとおして蕃人と交渉し、「有名な杵聲」を演奏してもらっている。
蕃人の写真撮影は当時すでにメジャーな観光アトラクションだったようだ。日月潭で
は撮影料金が日常的な漢人服の場合 10銭、民族衣装の「正装」で 20銭と設定され（曽
山、2003：247）、価格が体系化されていた。1931年第 28期生は、烏来蕃社で撮影回数
に応じて小銭を請求されて、蕃人が「餘りに人ずれ」しているとぼやいている。書院生
は蕃人観光を通じて、前述のような自分たちと同じ人間らしさとともに、いわばもう一
13）植民地台湾において植民地官吏らが先住民に対して「純真無垢」や「可愛い」というレトリックを用
いたことが報告されているが（山路、2004）、こうした記述を書院生の報告の中に見出すのは困難である。
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つ別の人間らしさ（ネガティブなものであるが）を蕃人の中に見出しているのである。
この第 28期生は、まるで意趣返しであるかのように、蕃人の生活で珍しいのは入れ墨
と「變てこな名前」のみだと書き綴っている。
Ⅳ．おわりに
以上見てきたように、書院生にとって台湾は「支那」ではなく「日本（の一部）」であっ
た。書院生が台湾で求めたのは「支那の台湾」ではなく、「植民地で再現された日本ら
しさ」や「日本による植民地体制」であった。蕃人観光も、一見「日本」と無関係に見
えるが、そこで書院生たちが見出したのは、日本統治下でもはや野蛮ではなくなった蕃
人像であったり、日本人観光客が増えたために、観光客ずれしてしまった蕃人たちであ
る。
ここに、大旅行の他調査地と異なる台湾の特性があるように思われる。たしかに台湾
が大旅行の寄港地や通過地域になることは珍しくなかった。けれどもその一方で、台湾
は中国ではなかなか味わうことができない「日本」が存在する場であった。そのために、
東亜同文書院の書院生たちが中国研究の集大成の場として台湾にまなざしを向けること
は稀になったのであり、大旅行の調査目的地にはほとんどなりえなかったのである。
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